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○今村座長 それでは、定刻となりましたので、ただいまから総合科学技術・イノベーション

会議の重要課題専門調査会第１４回になります、地域における人とくらしのワーキン

ググループを開催させていただきます。 

 本日は、大変お忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。 

 まず、会議に先立ちまして、事務局の方から構成員の出席状況及び注意点について

お話を頂ければと思います。 

○光岡参事官 事務局でございます。 

 まず、本ワーキンググループは公開となっておりますことを御報告申し上げます。 

 続きまして、本日の会議の構成員の出席状況を御報告いたします。本日は構成員総

数１１名全員が御出席で、過半数を超えておりますので、会議が成立しておりますこ

とを御報告いたします。 

 また、専門構成員の方の出欠状況をお伝えいたします。本日、伊藤美千穂専門構成

員、上原哲太郎専門構成員、北島政樹専門構成員、齋藤ウィリアム浩幸専門構成員、

仙石慎太郎専門構成員、田中達浩専門構成員、千葉敏雄専門構成員から御欠席の御連

絡を頂いておりますことを御報告申し上げます。 

 また、今回ワーキンググループ運営規則第１０条第２項に規定する参考人として、

２名の方に本日御参加いただいておりますので、御紹介いたします。 

 西川産業株式会社代表取締役社長、西川八一行参考人です。 

 それから、株式会社ＦＲＯＮＴＥＯ取締役ＣＴＯ行動情報科学研究所所長、武田秀

樹参考人です。 

 また、事務局の幹部職員の交代がございましたことを御報告させていただきます。 

 まず、生川浩史審議官でございます。 

○生川審議官 生川でございます。よろしくお願いいたします。 

○光岡参事官 それから、人事異動に伴いまして、新たに内閣府大臣官房審議官として黒田亮

審議官が着任しております。よろしくお願いします。 

○黒田審議官 ６月１日付でこちらに任務を拝命いたしました黒田亮と申します。まだこれか

らいろいろ勉強しないといけないと思っておりまして、是非皆さんにいろいろ教えて

いただいて一刻も早く戦力になりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○光岡参事官 以上でございます。 

○今村座長 ありがとうございました。 
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 それでは、引き続き配布資料の確認を事務局の方からお願い申し上げます。 

○光岡参事官 それでは、配布資料の確認をさせていただきます。お手元の資料をクリップを

外していただきたいと思います。 

 お手元の資料を御覧ください。資料は議事次第、それから資料１から４、参考資料、

席次を御準備させていただいております。資料１でございますけれども、第１３回地

域における人とくらしのワーキンググループの議事録案でございます。それから、資

料２－１でございますけれども、これは西川八一行参考人の提出資料でございます。

それから、資料２－２は武田秀樹参考人提出資料でございます。資料３でございます

けれども、科学技術イノベーション総合戦略２０１７、それから資料４として科学技

術イノベーション総合戦略２０１７の「民間機関等における研究開発プロジェクト公

募要綱」（案）でございます。 

 参考資料といたしまして、科学技術イノベーション総合戦略２０１７の、これは抜

粋した見消を参考までに付けさせていただいております。それから、参考資料２でご

ざいますけれども、科学技術イノベーション総合戦略２０１７の「民間機関等におけ

る研究開発プロジェクト公募要綱」（案）のこれは見消案を机に配置しております。 

 それから、机上配置資料をお手元に置かせていただいてございます。 

 過不足、落丁等ございましたら事務局までお申し出ください。 

○今村座長 ありがとうございました。 

 それでは、議事１に移りたいと思います。 

 議事１は第１３回、前回の地域における人とくらしのワーキンググループの議事録

案の確認です。今御報告いただいた資料１となります。構成員、それから専門構成員

の皆様には事前に確認いただいておりますけれども、基本的に何も頂いていないとい

うことでよろしいでしょうか。 

 はい。 

 それでは、この議事録を運営規則第９条第１項に従って公開とさせていただきます。 

 続きまして、議事２、有識者ヒアリングに移りたいと思います。 

 当ワーキンググループで検討を行っている健康立国のための地域における人とくら

しのシステムの実現に向けて、先端の現場ではどのような課題があり、それに対して

どのような研究開発が行われているかということにつきまして理解を深めるために、

本日２名の参考人に御発表をしていただきたいと思います。 
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 まずは先ほど御紹介ありました、西川産業株式会社代表取締役、西川八一行参考人

から御発表をお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

○西川参考人 ただいま御紹介を頂きました西川産業の西川八一行でございます。本日は貴重

なお時間頂きましてありがとうございます。 

 弊社は１５６６年創業という老舗でございますが、現在では寝具の製造、小売、卸

売、企画等を行っている会社でございます。本日は「ねむりの可能性について」とい

うことでお時間を頂戴いたしたいと思ってございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、資料も含めて御覧いただきまして、お願いいたしたいと思います。 

 まず、健康の三大要素と言われておりますものが、適切な運動、バランスのとれた

栄養、そして三つ目が休息ということかと思われます。休息につきましては従来のモ

デルでは休日日数ですとか勤務時間の多いものを減らしていくというような「自由な

時間を作る」ということが休息の中心だったかと思いますが、現在ではこれを積極的

にどのように疲れを取っていくのかということが重要ではないかというのが私どもの

観点でございます。そういう意味では睡眠というものが休息時間の中でも毎日必要な

ものでして、またその重要性というものが最近非常に認識されつつあるということで

ございます。 

 ただ問題点としましては、睡眠というのはもともとは「惰眠をむさぼる」というよ

うな形で、日本では少し無駄なものという認識が強かったということ、また、実際に

は御本人は意識がございませんし、なかなかその方の状態を見るということもできな

い、こんなようなことが課題でございます。 

 私どもでは、このような仕事をしております中では、今後これら基本の健康の一つ

の柱であるということを仮説として進めております。ただ、これにつきまして少し私

どもではもう少し科学的な見地を深めようということでございまして。実は設立は１

９８４年ともう３３年前になるのですが、私どもの会社の施設ではございますけれど

も、日本睡眠科学研究所というものを設立いたしました。睡眠も見えませんし、寝具

自体もなかなか中身が見えないということもございます。一部にはそれを悪用して少

しよくない販売をされる方々も当時増えてきたと、こんなことで科学的なアプローチ

をきちんとしようということで、今こちらにお示ししているような主に繊維技術や熱

というものが非常に関係しますので熱伝導の工学、こういったものを中心に勉強を進
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めてまいりまして、寝具をどのような形にしていくといい睡眠がとれていくだろうか。

また、根本的な睡眠とは何か、あるいは何が睡眠に影響するか。また、最近ではよい

睡眠が何をもたらすかというようなことを研究してございます。 

 そのような中で、様々な顧問の先生方と情報を共有させていただいております。一

つの例としましては、筑波大学の柳沢正史教授、最先端の今の睡眠のトップの御研究

者様ですが、こちらとも共同して研究を進めさせていただく。中でもいわゆる基礎研

究を得意とされている皆様方と、我々のような現場サイドあるいは臨床というところ

からこちらの方を一緒に勉強させていただいております。 

 そのような中で、快適な眠りの条件ということでございますが、一つは寝室の環境

というふうに考えております。これは眠られるお部屋の温度、湿度と光、香りなど、

こういったものが睡眠に影響しますねということ。そして、寝床内環境ということが

右手にございますけれども、これはいわゆる寝具の中の自分の肌に近い気温ですとか

湿度、そういった環境、こういったことが重要ではないかというようなこと。そして、

それらを支える寝具関係、掛ける寝具、敷く寝具、枕、こういったものの相関を研究

してございます。 

 中でも、今の段階でははっきりしておりますのが、睡眠時の寝床内環境と言います

のは、気温が３３度、湿度が５０％程度ということになると最も睡眠が良質なものが

得られると、このようなことを研究してまいっております。 

 このような状態になるようにお部屋や環境が変わっても、その安定した寝床内気象

をどういうふうに私どもが実現するかというために組合せをお作りするというような

ことも行っております。 

 もう一つ重要なポイントが、体を支える機能になります。枕といわゆる敷き寝具、

敷き布団・マットレス、こういったものは二つのことを実現しなければいけないとい

う意味で、我々の業界の中でも難しいものの一つでございます。一つは、私どもとし

ては立っていらっしゃるときのきれいな姿勢、こういったものをそのまま横に寝てい

ただいてＳ字カーブと言われている自然な背骨の角度を維持しながらお休みいただく

のがいいだろうというふうに思っております。しかしながら、人の体は同じような構

成ではないために、例えば今こちらにございますように、どうしても腰の部分に非常

にウェイトがかかってしまうというようなことがあったりしまして、体の中心の位置

ですとか沈むポイントが少しずつ違うというようなことを解決しなければならない。
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それをしないと、こちらは圧力を映像化したものでございますけれども、一般の敷き

寝具ですと、例えば腰の部分に過剰な負担がかかってしまう、そこが血行が悪くなっ

たり筋肉が押されて痛いというようなことで起きてしまうというようなことが起こる。

したがって、体圧を分散させるということが重要でございます。 

 こちらは一つのシミュレータを使ったもので、右の方がもし人間が銅像のようなも

のであったらこういうふうに沈むだろうと。ただ、実際には筋肉もあり関節もあるの

で、沈み方に銅像のモデルとは差が出てまいります。こういったこともどの部分にた

くさんの圧力がかかったり、体の姿勢が変化してしまうかというようなことも考慮し

なければならないというのが寝具の難しいところでございます。 

 もう少しすごく端的に申し上げますと、柔らかすぎる寝具ですと、どうしても腰が

落ち込んでしまう。したがって、圧力は分散できるのですが、姿勢が逆への字と言い

ますかそのような形になってしまって、起きたときにいろいろなところに痛みを感じ

たりするというようなこともありますし、寝返りが打ちにくい。一方で、固くします

と姿勢はよくなるのですが、１か所１か所に掛かる圧力が非常に高くなってしまうと。

こんなようなことで適度に柔らかく、適度に固くというようなことを、しかも個々の

方々の体のバランスに合わせていかなければいけないというところが難しいところで

ございます。 

 そのために、仰向けで寝ていただいているときには、例えば今こちらでデモンスト

レーションしておりますように、敷き寝具と首の間のすき間をきれいに埋めていくよ

うな高さの枕が必要でございます。これによって背骨のＳ字がきれいにキープできる

だろうと。 

 そして、今度は横に寝たときには肩幅が大きくなりますので、できるだけ頭の上か

らお尻まで水平になるようにやろうとする。ここにいるモニターですと肩幅が広いで

すから、枕の高さが一緒ではキープできないと、そういうことで横向き寝の高さと仰

向けの高さというのは本当は違うというようなことを考えてお作りしたりしておりま

す。 

 これらを一つの枕で実現するような技術を、高さの違いをしっかりと作っていく。

こちらの枕ですと、真ん中では仰向け、両サイドで横向けをしていただけるようにそ

れぞれの位置の高さが肩の高さなどと比べて合うように作ってあると、こんなような

ことでございます。 
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 このように、睡眠の質というものを向上していけば、日中の活動の活性化ですとか、

業務効率が向上するのではないかと、これは睡眠がとれなかった日を考えますとこの

逆が起きているということで、日中眠くて集中できないですとか、なかなか効率よく

働けないと。睡眠不足だったときには皆さん睡眠が重要だという認識をしていただけ

るのですけれども、逆に健康で、また活性化しようというために睡眠の質を変えよう

というふうにはなかなか皆さんの御認識がなっていないと。睡眠が不足していればそ

こを何とかしようとか、病気になってしまうとよく寝ようとされるのですが、日ごろ

そちらを向上させようというふうになっていないというところが私どもの難しいとこ

ろでございます。 

 そして、先ほど申し上げたような二つの寝姿勢の保持と体圧の分散、この二つの両

極を達成するために、今こちらの方で映像もございますし、また簡単なサンプルを少

しお手に取っていただけるようにいたしますが、特殊な発泡体、軽くて非常に弾性の

高い、これに特殊なカッティング、凹凸構造とこんなようなものを構造として作って

おります。 

 普通の一般的な平らな寝具ですと、圧力をかけますとその場所だけがずっと血流が

阻害されてしまうと、このような構造ですと点と点の間を通るルートができるですと

か、あるいは仰向けあるいは横向け寝のときに飛び出た骨の部分を１個１個が吸収し

てくれると、こんなような構造というものをお作りして、中の構造上はこれは４層に

なっているというようなものでございます。 

 こういったところに寝具の製造上の技術というものや特許ですとかこういったもの

が絡んでまいります。 

 現在では私どもただ寝具の製造のみならず、その全体の寝室環境ということの改善

もしていこうということで、お部屋のリフォームというようなこともパナソニック様

と連動して進めさせていただいております。 

 どういうことかと申しますと、寝具自体はお客様に合うものを私どもで提案させて

いただき、そしてお部屋の中につきましては、例えば朝と夜では光も香りも音も、あ

るいは温度調整も全て違うと、眠りに向かっていくときの環境と、朝これから活動す

るときの環境は違うと。こういったものを様々なセンサーですとか、あるいは一つの

集中したもので全体をコントロールするというようなことをやっていきたいというよ

うなことで今進めているものでございます。 
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 なお、今日は今お座りいただいているものもその構造体の一つとして体感いただけ

るように御用意しております。 

 続きまして、睡眠に不満がありますかということを調べたところ、現実にはある、

あるいはややあるという方で、ほとんど３分の２の方が眠りに不満があると。これは

時間の問題もあろうかと思いますし、質の問題もあろうかと思いますけれども。では、

どういうふうにしてそれを改善するのかということについては皆さん答えが余りない

ということで、最終的には病院にお伺いするということになるのですが、ここまでは

ずっと我慢されるか、認識されていないと。何か手が打てるという認識がないという

ことなのですね。つまり、ゼロか医療かということになってしまっていると。 

 そこで、私どもとしては何とか通常の小売の仕事の中で睡眠というものを見えるよ

うにしていくことでお客様と御一緒に眠りの改善に寄り添ってするようなサービスが

できないかということで考えております。 

 こちらは、医療やお薬の世界ではなく、私どものできる範囲において、運動や食事

と同様に睡眠というものを改善するお手伝いというものを主に道具ですとか環境のア

ドバイスをさせていただくと。ねむりの相談所ということをお話をさせていただいて、

医療領域に入るということではなくて、しっかりと私どもの本分でできることを今進

めております。 

 具体的には、お客様の睡眠の状況ですとか、場合によっては御家庭の状況、それを

お伺いしてアドバイスをさせていただいて、快眠のツール、これは寝具あるいはその

ほかの香りですとか音楽、こういったものをお勧めして睡眠の改善のお手伝いをする

というような中身になっております。 

 このような形をとってよりよい眠りのためのアドバイスというようなことをさせて

いただくというのが今の現在の進行状況でございます。 

 こちらにございますように、少しずつお食事や運動、あるいは日中の行動が睡眠に

影響するのですよというようなことをアドバイスをさせていただいて、単純な寝具を

お勧めするということだけではない環境を考えておりまして、中ではストレッチなど

をして体をほぐすというようなこともすることで腰痛の緩和ですとか予防になればな

というようなこともしております。 

 また、これは富士通様のお力添えを頂いて、１週間の睡眠の状況をデバイスを付け

て状況を把握するというようなサービスもさせていただいております。こちらの内容
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をごく簡単に申し上げますと、何時にお休みになって何時に起きられたかはもちろん

なのですけれども、その間にどちらの向きを体が向いていたかというようなこともこ

ちらで分かり、睡眠の姿勢というものがはっきりと分かると。どちらかというと、仰

向きにお休みになるといびきなどが出るということもあるので、少し横向けの比率を

多くしていきましょうねということで抱き枕をお勧めしたり、横寝に合う枕をお勧め

したりというようなことをすることで睡眠の環境を改善していくというようなことを

させていただいているというのが現状でございます。 

 こういったことを１０万人に１件ぐらいこのような相談ができるお店ができればな

ということで、現状頑張っているところではあります。 

 さて、最後にまとめと言いますか、私どもで言いますと、現状やはり運動、栄養に

次ぐ一つの重要事項として睡眠の改善、質の改善ですね、こちらの方があるのではな

いかという仮説を持っております。従来経験値のみで製造なりもしくはアドバイスし

ておったものが徐々にデータ等々の見える化が進んできてはおります。また、毎日無

意識の時間で普通ですと５時間、７時間、８時間睡眠されますが、そのときにいろい

ろなデバイスが進化していくと、もっといろいろなデータ・情報が本当ならばとれて、

しかも健康なときもとれたり、調子が悪いときもとれたりするのではないかな、こん

なような期待を持っているのですが、なかなか単独の寝具メーカーだけでは限界があ

るというのが現実でございます。 

 また、日中の行動ですとか飲食といった外部要因によってかなり睡眠のデータに影

響があるために、その単独の睡眠データを取るというのが、あるいはそれを評価する

ということが私どもまだまだ力が足りていないと、こんなような状況でございます。 

 睡眠につきましては、たとえとしまして、健康のために運動や栄養という分野にお

きましてはどちらかというと一般の方が「やりたくないこと」をお勧めしなければい

けない。例えばもっと有酸素運動をしてください、あるいはもっとバランスのいい食

事にされる、あるいは量を減らしましょう。それに対しまして睡眠につきましては多

くの方がとりたいと、もっと質をよくしてぐっすり眠りたいという欲求のニーズのま

まにそれをお勧めし、またそれが一度かなえば、比較的継続的に行っていただけると

いう意味では、睡眠というのもこれからまだまだ発展できるのではないか。これによ

って心身の健康の維持というものがお役立ちできて、地域の皆様の健康的で生産性の

高い社会作りの一助になればと思って現在努めております。 
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 以上でございます。 

○今村座長 西川様、どうもありがとうございました。 

 ただいまの御発表に対して御質問御意見等ございますでしょうか。どうぞ、合原先

生。 

○合原構成員 どうもありがとうございました。 

 睡眠の質が重要だというのは実感としてすごく分かるのですけれども、それを客観

的に表すようなインデックスみたいなのが作れるといいかなと思うのですよ。脳波で

あったりとか睡眠中の温度を測っているデータは多分あると思うのですけれども、そ

れがインデックス化できるかどうかというその辺はどうですかね。 

○西川参考人 今御指摘のとおり、睡眠の指標というものを例えば先ほどの筑波大学さんと連

携をして脳波を取るというようなことも進めようとしております。最終的には、一般

の方々の脳波を今取る手段というのがなかなか我々には思い当たらないものですから、

研究で出てくるデータですとかインデックスを広く多くの方に使っていただけるよう

にするのにどうしたらいいのだろうかというので今頭を悩ましているというのが実情

でございます。 

○合原構成員 多分意識の深さみたいなものと関係するかなと思っていて、最近意識に関して

はトノーニという人が情報理論を使って意識の量を図るような研究をやっているので

すよ。それ自体はかなりプリミティブなアイデアなのですけれども、それを深める研

究というのは割と進んでいて、そうすると意識と多分関係していますよね、意識の強

さと逆方向になるのかな、睡眠の質が高いというのは。何かその辺は参考になるかも

しれないです。 

○西川参考人 ありがとうございます。 

○今村座長 どうぞ、栗山先生。 

○栗山構成員 本来の質問ではないのかもしれないのですけれども、４ページ目の筑波大学の

方が基礎の研究、西川さんが臨床の研究とおっしゃったところで一つ。臨床と基礎は

あったのですけれども、例えばその世界で言ったら患者さんというところの、ここで

は使う一般の方というのはどんな方なのでしょうかというのが一つと。 

 それから、６ページ目の立った姿勢のまま寝るのがいいと思っているとおっしゃっ

たように覚えているのですけれども、立った姿勢のまま横になって寝られるというこ

とが疲れを取ったりすることに有用なのでしょうかという。そういうものだと思って
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いらっしゃる、どうしてそう思われるのかと。きっと思ってるのではなくて、こうい

うことからそうなのですというのがあると思うのですけれども。すみません、ちょっ

と教えていただけたらと思います。 

 あと、１０ページの快適な眠りによる健康増進ということなのですけれども、その

向上によって日中活動の活性化とか業務効率の向上とか日中の眠気防止とか能率の低

下というのを挙げてらっしゃいますけれども、それと関わって、１６ページの２０代

から６０代の男女１万人による眠りに不満というデータがあるのですけれども。私な

ど研究者ではないので自分の経験ぐらい、それから同年代の人との話ぐらいにしか分

からないので、こんな質問をしたら申しわけないのですけれども。それこそ６０歳ま

では寝ていいよと言われた瞬間に寝れるぐらい眠れたし、それはどんな環境であって

も眠れたという自分としてのあれがあるし、周りの人間からもそんな、早い話が６０

過ぎるとというかもうちょっと年を取るとせっかく布団に入ってもずっと眠れないで

いるみたいなところがあるので、この２０代から６０代までのアンケートと、働く効

率がどうこうという働く人を対象にしたのだけではなくて、働く効率には影響しない

かもしれないけれども、その人の人生のもっとゆっくりした睡眠を満足させたいなと

いう、６０以降のそれこそ病気になった人も含めて平均寿命がどんどん上がっている

中で、６０歳以降の睡眠についてはどのような感じでいらっしゃるのかなとちょっと

思いました。 

 本当に質問すべき質問かどうかはちょっとあれがないので、もし適切でなかったら

省いていだいて結構ですけれども、ちょっと疑問でした。 

○今村座長 いかがですか。 

○西川参考人 ありがとうございます。いろいろな御指摘、ごもっともな点ばかりでして。 

 まず一つ目ですけれども、筑波大学さんとの研究につきましては、筑波大学様が基

礎研究と臨床と両方を一緒にやられるのがこの施設でございます。私どもはそのため

に必要な床材ですとか、いわゆる寝具ですとか、こういったものを仮説に基づいてお

出しをして、実際には筑波大学様の方でいろいろな被験者の方を、いろいろな年代で

すとか睡眠に問題がある方ない方、こういったものを今進めている段階でございます。 

 私どもは経験上商売柄お客様にお勧めして、いや、これでよくなったというような

お声がたくさんあるわけですね。睡眠がとりやすくなった。ただ、それはなぜ、ある

いはどういう効果がプロセスかというのは完全な解明はまだできていないというとこ
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ろでございます。 

 二つ目の御質問もそれに近いかと思うのですが、立っている姿勢に近い自然な姿勢

ですね、こちらのまま睡眠時の姿勢がある方がいいと。考えております根拠は非常に

素人考えかもしれませんが、変に曲がってしまうというと筋肉がギュッと緊張してま

すます血行がよくなくなったりするのではないか。一番自然な状態が一番体を緩めて

血流がよくなるといいなと。そして、その角度が悪いと大体皆さん翌日調子が悪いと、

こういう経験則に基づいているというのが現実でございます。 

 これを更にいろいろなデータを集めて、なぜなのかというようなことまで進めてい

ければ最高にいいことだと思っております。 

 三つ目の部分につきましては、私どもも御高齢の方というのはどんどん睡眠が浅く

なる、あるいは寝つきが悪い、朝早く起きられるというお悩み大変多く頂きます。私

どもの仮説では、筋力と同様に眠る力というのが徐々に弱くなっていくのかなと、そ

れに対して眠りにくい要素、それが体に掛かる圧力ですとか温度ですとか、様々なも

のが不適格だとどんどんとその刺激で目が覚めてしまいやすいのかなと、それを一つ

でも取って差し上げるというようなことをこのねむりの相談所を通して一つずつ改善

していくと、こんなことをやっているのが現状でして、私どももでき得れば御高齢の

方、あるいはお体の調子の悪い方にもっともっとお役に立てればというふうに思って

ございます。 

○今村座長 ほかに。宮田先生。 

○宮田構成員 ありがとうございます。 

 本当に今日はこの頂いたマットのおかげでいつもより快適に会議を聞くことができ

て。 

 正におっしゃっていただいたとおり、睡眠は誰もが通る、避けては通れない部分で

あり、人々の人生を豊かにする非常に大きなソリューションなので、ある大手メーカ

ーさんも睡眠関連の企業を買収したりというのが最近動いて、非常に大きな、特にビ

ッグデータ及びＩｏＴで可能性を作っていく大きな分野だと思います。 

 その中で、特に御社のソリューションは、空調というのもきっとあるのでしょうけ

れども、人に直接触れて課題解決をできるという意味においてはすごく大きな可能性

を持っていると感じました。 

 質問は一つで。その中で睡眠は個人差がある。先ほどおっしゃっていた加齢による
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変化もあり、あるいは人によって最適睡眠時間も違うだろうと、そういうようなこと

も多く言われているのですが、現在個人差に対してどういう形でアプローチを進めて

いらっしゃるのかについて１点お伺いしたいなと思います。 

○西川参考人 ありがとうございます。 

 私どもといたしましては、個人差というものにつきましても今完全なデータがある

わけではございません。一方では、体の体圧の分散状況につきましてはかなりの先ほ

どお見せしたような圧力データというものもございますし、また寝ているときの姿勢

というのを外側から目視するというようなことをしているために、大体の身長や体重

というもので最適な寝具の予想はつきます。また、これを今後は店頭でお測りすると

いうようなことができたり、あるいは将来は御自身の寝具でそういった情報も取れる

というようなのが理想的であろうと思っております。 

 現実にはなかなかお一人お一人の個人の情報を現在では把握することがなかなか難

しいということでございますので、是非本来であればビッグデータ的に使えるとより

有効なのかなと、こんなふうには思っております。 

○浅見構成員 私もちょっと個人差について伺いたいのですけれども、一消費者として考えた

ときに、例えばベッドを選ぶときには、結局ちょっと横になってみて気持ちいいなと

思うものを選んだりするのですが、ここでちょっと御質問なのですけれども、気持ち

がよいというのと、例えば疲れが取れるというのと、それから深い睡眠がとれるとい

うのは同義なのか、それとも違うのか。つまり、最適な睡眠を測る指標としてどれが

一番いいのかというのがちょっと伺いたいというのが一つです。 

 それからもう一つは、これはちょっと逆手にとったものなのですけれども、例えば

私がアメリカなどにいくと時差ボケで結構苦労するのですが、そういうときにかえっ

て眠りを妨げる寝具なんていうのももしかしたらビジネスとして成り立つのではない

かと。これは単なるコメントなのですけれども。 

 前者についてもし分かったら教えていただきたいと思います。 

○西川参考人 気持ちがよいということと絶対的にバランスがいいかということは必ずしも一

致しないことが多いです。その方が今まで使われている環境ですとかこういうものが

好きというお好みで結構違います。例えば枕などですと、私どもはお好みの固さの表

面に入れる中綿を選んでいただいて、実際には高さですとか計測してそちらは合わせ

ると。感触面と実際の高さですとかこういったものをそれぞれ組合せをさせていただ
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くということでございます。 

 ただ、最終的には気持ちいいとなると体の力も抜けるので、我々は最終的には気持

ちがよくてなおかつ理屈上合っているものというものを使っていただけるようにお勧

めしているというところでございます。 

 それから、時差ボケ等につきましては、実際に多くのアスリートさんなども遠征を

されてはそれに悩まされる、最大のパフォーマンスを明日出さなければいけない、そ

んなことで睡眠の改善のためにマットレスをお持ちになる場合もありますし、我々の

方で香りのレクチャーをさせていただいて、常にこういう香りをかぐとお休みになる、

こういう香りをかぐと起きるというような、アロマセラピーのノウハウを教えて差し

上げたり。あるいは最近では朝日を浴びるのがよいというのはお聞きだと思いますが、

それを人工的に例えば耳から光を入れるというような機械もございまして、そういっ

たものをお勧めをさせていただくということで。さすがに体に痛くなる寝具というの

はまだ作ってはないのですけれども、ただ起きられるように少し角度をつけるとかい

ろいろなチャレンジはしてございます。 

○今村座長 福井先生。 

○福井座長代理 浅見先生の先程の質問と少し似ていますけれども。かつて私たちも睡眠につ

いての研究したことがございます。うつ伏せ寝の評価をしようとしましたが、評価の

仕方が難しく、最終的にはアンケート調査を使いました。この２４ページにあります

ような、これこそ最良の評価の仕方だというものを提唱していただければ有り難く思

います。いろいろな電子機器を組み合わせて、最良の方法論を確立していただければ

と思います。 

 当時、アンケートだけでなく加速度計を体につけて、評価をしましたが、煩雑で、

かえって眠りを妨げてしまいました。結局、何を測定しているか分からなくなってし

まって、研究はできなかったことを覚えています。 

 測定と言いますか、評価の方法論を確立するところに是非取り組んでいただければ

有り難いなと思いました。 

○今村座長 ありがとうございました。 

 時間もないところで恐縮ですが、１点だけお伺いさせてください。睡眠というのは

すごく個人差があるものだと思います。だからお一人お一人いろいろな計測をしたり

お話を伺ったりして、その個に合わせた環境や寝具を用意するというお話だったと思
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います。そこで例えば大きな病院の病室や介護施設のように、ある程度複数の方が居

室しているようなところでの、いわゆる快適な寝室環境には、何か共通の部分という

のがあるのか教えていただければと思います。つまり、個は個としていろいろ特徴あ

るけれども、全体としてこういう環境だったら眠りによい影響があるというようなそ

ういう全体としての何かあれというのはお考えあるかどうか。 

○西川参考人 先ほどお話を一部させていただきましたが、寝床内気象というのは多くの方に

とって共通でございますし、また寝姿勢と圧力分布の両立、これは多くの場合、８割

方はある程度の方に共通してきます。最後更に調整を加えるという部分が個の部分で

ございますので。多くの方々の睡眠改善にも今現状は実は寝具には特別な基準もなく、

こういうものがいいとか悪いとかというものもないのでございます。これらを先ほど

のデータを活用したり、指標をしっかりして、その上である程度の皆様方がお使いに

なっても安心できるものというのを開発したり、あるいは業界、あるいは皆様方のお

力添えを頂いてルール化をしていくというようなことができるのが一番かと思います。 

○今村座長 ありがとうございました。 

 それでは、時間まいりましたので、どうもありがとうございました。 

 続きまして、株式会社ＦＲＯＮＴＥＯ取締役ＣＴＯ行動情報科学研究所の所長でい

らっしゃる武田秀樹参考人からの御発表をお願いいたします。 

○武田参考人 ＦＲＯＮＴＥＯの武田と申します。よろしくお願いいたします。 

 これから、ビジネスドメインの中で活用が進む人工知能「ＫＩＢＩＴ」と題しまし

て、我々が取り組んでいる人工知能のビジネス活用の現場とその効果、現場でどうい

うふうなことが起こっているのかというふうなことを御紹介できればと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

 まず簡単に自己紹介からなのですが。私のバックグラウンドは自然言語処理を使っ

たシステムの構築、平たく言うとプログラマーをやっております。これで大体ここ１

５年ぐらいは一貫して言語処理をどういうふうにしたら現場で使えるようになるのか

ということで、主に情報の発見という分野でアプリケーション化に取り組んできてお

ります。最近では人工知能技術戦略会議の中で産業化ロードマップのタスクフォース

の中の構成員を務めさせていただいたりというふうな活動をさせていただいておりま

す。 

 次に、ＦＲＯＮＴＥＯという会社の御紹介です。日本では東証マザーズ、それから
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アメリカではＮＡＳＤＡＱの方に上場しております。ＮＡＳＤＡＱに上場した日本企

業としては、２０１３年に上場しているのですが、約１４年ぶりということでした。 

 もともとは事業内容としては、国際訴訟における証拠の発見というふうなことから

スタートいたしまして、そこで研究開発して作った人工知能を中心にして様々な領域

にビジネスを拡大していっていると。現状このようなステータスでございます。 

 日本からスタートした会社ではあるのですが、外国籍のスタッフが約７割、それか

ら拠点も１５拠点に海外展開しておりまして、主に北米と東アジアですね、海外の売

上比率が約７割ということで、規模的には小さい会社ではありますが、グローバルに

展開している企業であります。 

 その中で、やはりビジネスモデルとしてはソフトウェア、それからそのソフトウェ

アを使ったサービス、こういったことを中心に展開をしております。 

 さて、ＡＩの活用といったことについて考えるときに、ＡＩも一つの技術でありま

すので、何のために使うのかということが非常に重要であると思います。その中で、

我々が主に注力している領域というのが二つございます。一つが、生産性の向上とい

うことです。これは、日本の生産性は余り高くないというふうに言われているわけで

すが、日本においてはこれを何とか押し上げたいというふうに考えております。 

 その中で特に我々が考えている領域というのが、エキスパート、ホワイトカラー。

例えば弁護士であったり医療従事者、医師、看護師、それからアナリストといったこ

ういった方々の業務の生産性をいかに上げられるのかと、こういうことをＡＩを使っ

てやるということに取り組んでおります。 

 もう一つの分野としては、健康な社会ということで、日本は健康に関して課題先進

国であるというふうに言われております。２．５人に一人が高齢者になるというのが

２０６０年に来ると言われておりますので、ここでいかに健康寿命を増やしていくの

かということ、こちらに関してもＡＩを使って何とか改善できないかということで取

り組んできております。 

 今こちらの方で提示させていただいている資料が、これは私が構成員を務めさせて

いただいておりました産業化ロードマップの中で、どういった分野に注力していくの

かという、産業化に向けたロードマップをまとめたものです。この中で生産性とあと

健康、医療・介護、それから空間の移動という三つのジャンルについてを重点的な領

域として挙げておりますが、この中で我々も特に生産性と健康、医療・介護の方に注
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力させていただいていると、こういった状況でございます。 

 さて、次にＡＩの活用においての我々の課題観をまずシェアさせていただきながら

入りたいと思うのですが。こちらの９ページに挙げております資料は、特に米国を中

心としたＡＩの要素技術を持った企業の一覧です。非常にたくさんあるのですが、こ

の中でただ実際にこういった技術を活用しようと思った場合に、何らかのシステムイ

ンテグレーションが必要な例というのがほとんどでございます。そうするとどんなこ

とが起こるのかというと、基本的にはお金と時間がかかるということが挙げられます。

これは一般論になりますが、数千万から数億円規模の導入コストというのが基本的に

かかってしまうと。また、すぐに使えない。今こういった技術領域というのが注目さ

れているということもありますので、当然技術者の欠如による導入コストの高騰とい

うことも短期的にはございます。こういったものを考えた場合に、もう少し簡単に使

えるシステムを作っていく必要があるのではないか。それからあと、部品だけではな

くて、すぐに実務上で使っていけるソフト、これをたくさん作っていく必要があるの

ではないかというふうに考えております。 

 この１２ページの中で幾つか我々挙げさせていただいているソフトウェアは、実際

に我々がアプリケーションとして作っているソフトウェアでございまして、こういっ

たものをＦＲＯＮＴＥＯはすぐに実務で使えるようなソフトウェアとして、部品だけ

ではなくて提供していると、こういった取組を行っております。 

 それでは、より人工知能の活用の現場に近づいていきたいのですが。我々が特に人

工知能を使って解決しようと思っている実務の課題というのがどういったものなのか

ということを御紹介させていただきます。これはよくビッグデータの中から何か有益

な情報を見つけるというふうなことを指すときに、干し草の中から針を見つけるとい

うふうなこういったたとえを使うことがあるのですが、我々取り組んでいるのは干し

草の中から少し変わった干し草を見つけると、こういうふうなたとえが相応しい課題

でございます。 

 具体的に次の１５ページを御覧になっていただきたいのですが、今ここに二つメー

ルが並んでおります。このメールの中の右側のメール、これが実はとある国際訴訟案

件の中で実際に証拠として扱われたメールを表しております。左の方に並んでいるメ

ール、これが何の問題もない普通のメールになります。この違いがどういうものかお

分かりになりますでしょうか。 
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 これは非常に短いメールですのでさっと御覧になっていただければ分かると思うの

ですが、両方とも要するに飲みに行きませんかというふうなことを言っている、余り

おかしいところのなさそうなメールです。ところが、右のものというのは、実はある

談合、カルテルに関連した証拠になったメールなのですね。というのは、よくよく文

脈を見ていきますと、例えば前回から時間も経っていますということで、何らかこれ

らの関係者がずっと前から関係を持っていたということがうかがえます。個室の居酒

屋ということで、余り人に聞かれたくない話をやりたいのだなというふうなことが分

かります。 

 ここで伏字になっていますが、この中で登場している人物というのが非常にたくさ

んいます。３人以上います。また、組織名もあります。こういった複数の方の文脈と

して話されている話というのはある程度それだけでも絞り込むことが可能です。こう

いったヒントになるような表現というのが幾つかございまして、そういったものを見

て人間は、これが証拠に違いないと弁護士の先生方は考えるわけです。 

 こういったことをたくさんのメールに対して人間は調査していく必要があるのです

が、メールというのはどんどん増えていっておりますので、これを人間だけがやって

いたのではとてもではないですけれども、時間があっても足りないと、コストも非常

にかかるということで、右のようなメールの特徴を弁護士の方の判断を学習すること

によって学んで、それからその背景にある数千億件、１億件以上もあるようなメール

の中から見つけることができれば、非常に生産性の向上につながるのではないかと、

我々こういうことを考えました。 

 そこで、開発したエンジンというのがＫＩＢＩＴというふうに我々が呼んでいるエ

ンジンです。これは、テキストの解析に特化しているということと、あとは少量のデ

ータで学習できるということが特に特徴になっております。というのは、今のような

学習を非常にたくさんのデータでないと行えないということであるならば、現場で使

うのが非常に困難になってしまうからです。現場で使うためには、やはり少ないデー

タで学習をして、すぐに実務で使えるという必要があったということで、こういった

アルゴリズムを我々自社内で開発をいたしました。 

 あとは、言語処理の難しさというのもございまして、非常に自然言語というのは曖

昧で多義性の高い領域です。こういったものを扱うためにすぐに学習ができるような

工夫をしております。学習のさせ方も、例えば先ほどのメールであればどこがおかし
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いからここが特徴なのだよというふうなことをいちいち指定してやる必要はないと。

このメールの単位で、これは見つけたいメール、これは見つけたくないメールという

ことでチェックボックスにチェックをしていくだけでその特徴はＫＩＢＩＴが判断し

て学習していくということが可能になっております。 

 こういった主に訴訟における証拠の発見ということで我々最初の技術を作っていっ

たのですが、これを様々な領域に今拡大しております。例えばヘルスケアであったり

ビジネスインテリジェンス、それからデジタルコミュニケーション、こういった領域

でございます。その中でも特にヘルスケアを本日は中心にして御紹介をさせていただ

ければと思います。 

 まず、実際の活用事例として挙げさせていただきたいのが、ＬＩＴＡＬＩＣＯさん

という会社で運用していただいている例です。このＬＩＴＡＬＩＣＯさんという会社

は、世の中から障害をなくすということで、障害者の方の就労支援、こういったこと

をビジネスにされている会社さんです。その中で、我々は精神障害を持たれた方が実

際に現場に入って就労の活動を行うというときに、その現場に適応することがなかな

かうまくいかない方、症状が悪化する方の予兆をとらえて、それをサポートするとい

うふうなことをやっております。 

 こういった予兆の発見ということを彼らは中央にライフネット支援室というものを

作って、そこで支援記録を集める形でチェックをしているわけなのですが、そこで予

兆を発見する力というのがなかなか個人差があると。熟練のスタッフはすぐに見つけ

ることができるのですが、なかなか若い方が見つけることができないと、こういった

課題がございました。 

 そこで我々が取り組んだのは、この支援記録をＫＩＢＩＴに学習をさせて、その中

でこういった患者さん、こういった就労支援の対象者は症状が悪化しているのですぐ

に介入が必要である、支援をしなければいけないというふうな方を早く見つけると、

こういった取組に使っていただいております。それを行うことによってかなり前段階

で、悪化する前に声掛けができるように、介入ができるようになってきていると、こ

ういった成果がこのＬＩＴＡＬＩＣＯさんの現場の中で起きております。 

 あともう一つ、これも非常に副次的というか、実際に使っていただいて我々感心し

たところなのですが、当初は実際に現場に使っていただくときにＡＩがよく仕事を奪

うのではないかと、こういうふうな懸念というのが一般の中にございます。そこで、
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こういったシステムを入れることを非常に嫌がるのではないかというふうな懸念もあ

ったのですが、実際現場の声というのはＡＩに負けたくないということでモチベーシ

ョンが上がった、こういうふうな声の方が実は多く聞いております。 

 次に御紹介させていただく例が、精神疾患の定量的判断を可能にする医療機器の開

発、こちらに今取り組んでおります。これは、ＡＭＥＤの認可を受ける形で、グラン

トを受ける形で進めさせていただいております。慶應義塾大学さんを研究のリーダー

といたしまして、複数の、我々をはじめ人工知能技術を持った企業の連合ということ

で研究を行っております。ここで取り組んでいる課題というのが、例えば表情とか声、

日常生活の活動内容ですね、こういったたくさんのマルチモーダルなデータというの

を機械学習をして、客観的な評価をできないかということをやっております。なかな

か精神疾患の場合だと決定的なバイオマーカーがあるわけではございませんので、実

際の臨床の現場では先生方が自らの経験や知見に基づいて診断をするということが行

われております。ところが、先生方の間でも判断が客観的であるのだろうかというふ

うなことで、もう少し客観的な判断というのを軸として持った方がいいのではないか

というふうな課題意識というのは持たれております。そこで、こういったシステムの

開発に取り組んだという背景がございます。 

 我々が今作っているシステムというのが完成した暁には、このような形で医師と患

者の間にデバイスが置かれます。そのデバイスからセンサーが付いておりまして、顔

の表情であったり問診の会話の内容、こういったものが取得されてクラウドに送られ

ます。そこで、例えば声のトーンであったり、あとは会話の内容ですね、こういった

情報、それから先ほどの表情、こういったものが総合的に判断されて、どのぐらいう

つ状況に近づいているのか、またこれ認知症もターゲットにしておりますので認知症

に近づいているのかと、こういったことを判断するシステムを今研究をしております。 

 また、このようなヘルスケアの領域の中でほかに取り組んでおりますのが、転倒、

転落しそうな患者さんを予測して看護の効率化につなげるであったり、あとはがんの

個別化医療システムということで、プレシジョンメディスンの領域で、先生方が最新

の臨床試験であったり論文であったり、こういったものをすぐに見られるような形に

するという情報の支援であったり、診断支援であったり、こういったものができるシ

ステムの開発というのを今現状がん研究会さんと一緒に取り組んでおります。 

 また、これはヘルスケア以外の事例も御紹介させていただきたいのですが、効率化



 －20－

の一つということで、情報収集の効率化ということも今やっております。これは三菱

重工さんで実際に今運用していただいている例なのですが、彼らが経営層向けにレポ

ートを作っていると。自分たちのドメインがどういう方向に行くのかというのを専門

誌であったり、例えばロイターとか日経テクノロジーのような専門誌であったり、ニ

ュースソースの中から分析をしてレポーティングをしているのですが、その際の情報

の収集を効率化するということをやっております。 

 やはり三菱重工さんのようにいろいろな領域やっている場合ですと、ドメインをま

たいで分析をできるアナリストの方というのは実はそんなにたくさんいないです。で

すから、アナリストの方が自分の施策であったり考え方にいかに集中できるのか、ク

リエイティブなことに集中できるのかというのがポイントになってくるのですが、情

報収集のところもかなり時間がかかっていたと。これを大体５０％削減することが可

能になっております。そうすることによって、より人間が自分の業務に集中できるよ

うな形になっております。 

 ほかにも、業務効率の向上ということでは、例えば横浜銀行さんの方で導入させて

いただいておりますコンプライアンスチェックですね。今少し文章が出ているのです

が、例えばいつまで待っていてもつまらないから何か新しいものを購入しようとか、

こういうふうな回転売買をにおわせるようなこういうふうな取引が行われることを避

けるためのコンプライアンスチェック、こういったものを現場で行っているのですが、

このコンプライアンスチェックを効率化したりですとか。 

 あとは、３３ページの下の例では、技術動向調査ですね。これは特許の調査なので

すが、これを従来やっている特許の調査量の大体５倍の量の特許調査というのが我々

のシステムを入れることによって行えるようになってきております。 

 以上、幾つか実際の現場の中で使われている事例を御紹介させていただいたのです

が、我々ＫＩＢＩＴを現場に導入して使っていただいている中でいろいろな現場で起

きている変化というのを今目の当たりにしております。その中で非常に特徴的なもの

を幾つか御紹介させていただきます。 

 まず、ＡＩが現場の方のエキスパートの方から若手の方への知の伝承の助けになっ

ているという例です。まず、エキスパートの方がＡＩに自分の知見を教えます。そう

すると、ＡＩが判断をして、それを若手のスタッフの方に提示すると。そうすること

によって、若手の方の判断というのが非常にマチュアになっていく、どんどんよくな
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っていく、こういうことが行われております。 

 直接的にはＡＩが人を教えているというふうに見えるのですが、もともとＡＩに対

して知識を教えたのは人間ですので、その組織の中での知識の伝承がＡＩを機会にし

て行われていると、こういった例であると考えております。 

 あともう一つは、我々対象にしているものが人間が書いた文章を分析の対象にして

おります。人間はやはり自分が書いたものは誰かちゃんと見てほしい、それを生産的

に生かしてほしいというふうな思いがあります。ところが、なかなかレポートを書い

ても上司の方がチェックをすることが難しかったり、これは非常に忙しい環境の中で

仕事をしているからというのもあるのですが、というふうなことがやはり散見されま

す。 

 ところが、上司の方の判断を学んだ、ＡＩが文章を確認をすることによって書く方

もちゃんと書かなければということでモチベーションが非常に上がってくると、こう

いうことが実際に現場の中で見受けられております。 

 さて、最後に、こういった現状を踏まえてなのですが、ＡＩを活用することによっ

て業務の効率化、我々の導入しているお客様の間でもどんどん進んできてはおります。

ただ、やはり業務の分析・実行ができても、どういう業務の領域の中にＡＩを使うの

かという目標の設定であったり、その解析結果を基にデシジョンをしていく、よりよ

い改善をしていくというふうな決断の部分、これは相変わらずやはり人間の仕事なの

だろうなということを考えております。 

 こういったリテラシー、ＩＴの技術を取り巻くリテラシーということがまず最初は

ＩＴリテラシーということで９０年代の真ん中ぐらいから言われて、２０００年代の

終わりぐらいからビッグデータの時代が来て、データリテラシーということが言われ

ました。最近は人工知能、ＩｏＴの技術がどんどん実装に突入してくることによって、

デシジョンのリテラシーということが非常に重要になってきているのだろうなという

ことを実感しております。 

 どうしてもＡＩバーサス人間というふうにとらえられがちなのですが、実際起こっ

ていることというのは、ＡＩをうまく使っていかに自分たちの現場、お客さんであっ

たり例えば患者さんであったりという方たちに対してよいサービスを行えるのかとい

うことがむしろ重要であるというふうに感じております。 

 こういった生産性の向上と健康な社会の実現という領域において、我々のＡＩが強
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力にサポートできるというふうな例の御紹介をさせていただきました。 

 ありがとうございました。 

○今村座長 武田様、どうもありがとうございました。 

 ただいまの御発表に御質問御意見ございましたらよろしくお願いします。宮﨑先生。 

○宮﨑専門構成員 大変すばらしい発表、ありがとうございました。 

 二つ簡単に質問させていただきたいと思います。 

 ドメインという言葉がありますが、簡単に言うと何のことを言ってるのですか。 

 もう一つ、ＩＴリテラシーというのは日本語で簡単に言うと何のことなのですか。

教えていただきたいと思います。 

○武田参考人 まず、ドメインという言葉なのですが、これは領域というふうに言っていいと

思います。いろいろなビジネス領域の中で活用が進んでいるということを申し上げて

おります。 

 あとは、リテラシーということで言うと、活用するためのノウハウというかノウハ

ウに基づく活用力という、こういうふうな理解をしていただければいいのではないか

と思います。 

○宮﨑専門構成員 ノウハウについてですが、分野によってノウハウという言葉は意味が異な

ってくると思います。活用するためのノウハウのノウハウとは何ですか。教えていた

だきたいと思います。 

○武田参考人 リテラシーということで言うと、主にこのページで申し上げていることだと思

うのですが、例えばＩＴリテラシーであるならば、インターネットを活用して情報を

調べたりですとか、情報のやり取りを行う、発信を行うと、こういうことを行うのが

ＩＴの活用力の中身でした。データリテラシーにおいてのその中身というのは、デー

タを分析することによってそのデータの中で観測されたことをいかに読み解いて、そ

れを実際の実務に生かすのかと、こういった力のことをデータリテラシーというふう

に呼んでおります。 

 デシジョンリテラシーというところで言っているのは、いろいろなものがＡＩを使

って予測できるようになってきているということで、その予測されたものをいかに選

び取るのか、この選び取る力、予測はされているのですが、実際に未来は何が起こる

か分かりませんので、そこで予測されたものの中からやはり人間が選択する必要があ

ると、こういったものを判断する力ということをデシジョンリテラシーというふうに
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呼んでおります。 

○宮﨑専門構成員 ありがとうございました。 

○今村座長 いかがでしょうか、ほかに。浅見先生。 

○浅見構成員 ＡＩの可能性ということで一つ思ったのは、例えばいろいろな事務作業をお願

いするときに、その事務作業の人が代わると一貫性がなかったりすることがあるので

すね、大学などでもよくあるのですけれども。そういうときにＡＩをうまく使ってい

ただくと一貫性のある仕事をしていただけると言いますか、３月も４月も同じデシジ

ョンをしていただけるというか、そういうところには使えるのかなというふうに思い

ます。 

 先ほどちょっとＡＩを使うことで若手に伝承して、またその若手がエキスパートに

なるという図があったのですが、これについてちょっとやや疑問に思ったのは、それ

によってもしかするとＡＩに頼ってしまって、ある部分はエキスパートになれない、

むしろ退化してしまう。別の能力が開花するかもしれないのですが、何かそういうこ

とになるのかなと思うのですね。ただ、これが悪いことなのか、それともＡＩに任せ

られる部分はもう任せてしまって別のところをどんどんやればいいという発想もある

と思うのですが、何かそのエキスパートの伝承することがＡＩとうまくつながってい

るのかどうか、そこはちょっと疑問だったので教えていただければと思います。 

○武田参考人 まず、前者の一貫性というところは正にそのとおりだと思います。ＡＩに手続

を部分的に代替させることによって、人によってばらつきがあるところのクオリティ

を同じ水準にするということは実際にもうかなり行えるようになってきているという

ふうに感じております。 

 後者のＡＩが判断をすることによって人間の判断力というのが逆に学習することが

できないのではないかというところがあると思うのですが、正にそのあたりは非常に

難しい問題だなというふうに思います。ただ、やはり何らか実務の中でエキスパート

が判断をするためにはその基礎になる知識というのはやはり学ばないわけにはいかな

いと思うのですね。その場合の実際にＯＪＴで行われている現場の中の難しい判断の

部分的なところをＡＩによってサポートしてあげると、こういうことが今現在起こっ

ていることの等身大の姿なのではないかと思います。どうしても基礎的な知識であっ

たり、本当に複雑なところというのはまだまだＡＩの方で全部拾うには難しい領域だ

と思いますので、そこでやはりまだまだ人間の方で学習することが必要というふうに
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考えております。 

○今村座長 福井先生。 

○福井座長代理 ３８ページ、最後に近いところで、目的設定と決断は人間の仕事とおっしゃ

いましたが、真ん中の分析・実行、分析・判断という方が正しいのではないかと私個

人的には思います。分析と現状についての判断というのはＡＩが得意とすることと思

います。医療現場ではこの部分が膨大な仕事ですので、早くダウンサイジングをして

いただいて、それからコストも下げていただいて、現場に導入されれば本当に有り難

く思います。研究レベルの仕事が多いとは思いますが、早急に現場で活用できるよう

お願いしたいと思います。 

○今村座長 村上先生。 

○村上構成員 興味深い話、ありがとうございました。２点ほど質問があります。 

 第１点は、ＡＩの技術的な進歩についてです。ＡＩといっても今の「アルファー

碁」のようなスパコンを使うというようなものもあるし、スマホにも一部搭載されて

います。ＡＩをみんなが使えるとなると、今のスマホのように使えなければならない

と思います。そこで、医師が、医療、精神疾患の分野で膨大なデータを自由に使える

というふうになるには、ハードウェアの性能の進歩、コスト、エネルギー消費も含め

て、あとどれくらいかかるとお考えですか。 

  ２点目は、先ほどから話が出ている人とＡＩとの関係についてです。先日、ある

テレビ番組で、ＡＩが創造的な料理のレシピを作り、有名なコックがそのレシピにそ

って料理を作っていました。これを医療の分野に当てはめてみると、人間より優れた

診断をするＡＩが登場し、医師は治療するということもありえるかもしれません。も

っとも、判断や患者とのコミュニケーションは、最終責任のある医師がするとは思い

ますが、ＡＩと人間との関係も、単純に上下や主従ではなく、ケース・バイ・ケース

で分かれていくような気もしますけれども、これについては、どうお考えでしょうか。 

○武田参考人 まず最初のハードウェアのお話なのですが、これはどこまでやることを目指す

のかということによっても随分違ってくると思います。本当に汎用人工知能のような

形で、人間をそのまま作ってしまおうというふうな考え方でいくと、まだまだコンピ

ュテーションの能力というのは要求されると思うのですが。現実感として、今できる

ことの中でいかに効率化の中で使っていくのかということが重要だと思います。 

 その観点で言うと、むしろ今のコンピュテーションの環境の中でできることをいか
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に取り組んでいくのかということを考えるのが妥当ではないかなと。我々の場合はで

きるだけたくさんのコンピュータリソースがない状態で使えるＡＩというソフトウェ

ア側の改善というところでそこを実現しようとしているのが我々のスタンスです。 

 あとは後者の方なのですが、これは人間とＡＩとの役割分担をどんなふうにやって

いくのかということなのですが。やはり、これは機械というのはまだまだ完全にいわ

ゆる人間のような知能システムを代替するというふうなところまできていないと。言

ってみれば確率によって非常に高い確率でこういった判断が妥当である可能性が高い、

こういったものを今提示できるようになってきているというのが現状起こっているこ

とだと思うのですね。 

 ですから、責任を取ることができる能力ということも含めて、やはり人間がそれを

活用してどのように現場で生かしていくのかというふうなあくまで支援のシステムを

とにかく今は社会実装を進めていくというふうな観点が非常に重要だというふうに考

えております。 

○今村座長 栗山先生。 

○栗山構成員 精神疾患とかそういう部分ではなくて、臨床心理士の一分野では質的研究みた

いなのでこんな患者さんの発した言葉を本当に細かく分析している分野というのがあ

ったのですよね。今もそうなのかどうかよく分からないのですけれども。そういうの

を見ていた身にとっては、なかなか興味深いことだなと思って。全然こういう分野に

は関わりのない人間なのですけれども。そういう意味での単純にこれからのいろいろ

なことがこういうふうになっていくのだろうなというのを思いました。 

 それから、将棋でしたか、人間では考えつかないような手を考えたりというような

こともできるという、多分だからこれからいろいろなことに発展するのだろうなと思

ったのですけれども。一つ何かここに人間の仕事と機械の仕事みたいなのが書いてあ

りますけれども、何かこういうプレゼンをするときに、是非この分野を機械ができま

すというところだけではなくて、ここは人間の仕事ですというのを一緒に進めていっ

ていただきたいなというふうに、すみません、個人的なのですけれども、思いました。 

○今村座長 はい、御要望ということですね。 

 最後に１件教えて下さい。今働き方改革というのが日本の中で言われていて、特に

医師をはじめとした医療関係者の働き方改革に関して、医師は様々な施策が７年後に

は始まります。そのときによく言われるのは、ＡＩを活用したら医師の作業量は大分
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減らせるのではないかという話ですが、武田さんの感覚で、何年ぐらいで医師のやれ

ることが減らせるようなことが起こるとお考えでしょうか。 

○武田参考人 私の感覚では５年ぐらいたつと結構変わっているのではないかなというふうに

思います。例えば今我々の取り組んでいるシステム自体の導入も一部進んできており

ますが、やはり医療システムとして使う部分には臨床試験であったりとか、やはり何

年かもう少し現場で使ってみるというふうなことも含めて取組が必要だと思います。

そういったものを経て、実際に現場に導入が進んでくるのが大体３年から５年先の間

に徐々に進んでくるのではないかなというふうな感覚でおります。 

○今村座長 ありがとうございました。 

 それでは、どうも本当にありがとうございました。 

 本日はお二人の御講演を通じて様々な御意見を頂きましたので、事務局の方ではま

たよりより提案につながるように御検討いただければと思います。 

 西川様、武田様、本当に貴重な御発表ありがとうございました。 

 続きまして、議題３ということで、科学技術イノベーション総合戦略２０１７の報

告についてに移りたいと思います。事務局から御報告をお願いいたします。 

○光岡参事官 事務局でございます。資料３と、それから参考資料１をお手元に御用意いただ

きたいと思います。 

 科学技術イノベーション総合２０１７につきましては、６月２日、先週の金曜日で

ございますけれども、閣議決定という形でこのお手元にございます資料３のとおりさ

れたものでございます。 

 健康立国のための地域における人とくらしシステムに係る部分については、参考資

料１で少し抜粋をさせていただいてございます。この人とくらしシステムの前回とか

前々回になるのでしょうか、議論があったのでございますけれども、前々回の議論の

あった後に、各省庁と協議をいたしまして、最終的にその協議結果を踏まえて閣議決

定という形にさせていただいてございます。 

 参考資料１でございますけれども、４８から４９ページ目までの部分についてです

けれども、ちょっと文言の修正等はございましたけれども、大きな変更等はないとい

うところでございます。ただ、各省庁の取組に関する部分でございますけれども、こ

れは各省庁からの御意見も踏めて一部修正をさせていただいてございますけれども、

例えば５０ページ目にあります行政記録情報みたいなものをこういう統計調査以外に
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も加えたらどうかという話もあり、ここについては加えさせていただいたりとか。 

 それから、下の方にある電子情報保管技術について、それから暗号化技術につきま

してももともと秘密分散補助記録装置というもののレベル感と言いますかそういうも

のを合わせてはどうかというようなお話がございましたので、このように修正をさせ

ていただいたものでございます。 

 以上でございます。 

○今村座長 ありがとうございました。 

 前回までに先生方に御覧いただいたものの中に幾つか修正点が加わって閣議決定し

たという御報告ということで、よろしくお願い申し上げます。 

 これに基づいて各省から政策の提案いただけるように事務局の方ではよろしくお願

いしたいと思います。 

 それでは、続きまして、議題４ですが、科学技術イノベーション総合２０１７の

「民間機関等における研究開発プロジェクト公募」の件に移りたいと思います。 

 重要課題専門調査会の方で科学技術イノベーション総合戦略２０１６の「民間機関

等における研究開発プロジェクト公募」について報告をさせていただきました。その

重要課題専門調査会の中で本年度もこの民間公募プロジェクトを実施することを了承

いただいているところです。これを受けて、前回の委員の皆様の意見を含めて事務局

が総合戦略２０１７の公募要綱の素案を作成されたということなので、事務局から説

明をよろしくお願いいたします。 

○光岡参事官 事務局から御説明申し上げます。 

 まず、資料４でございますけれども、これは総合戦略２０１７の民間機関等におけ

る研究開発プロジェクト公募要綱案の素案を資料４に示してございます。 

 それから、参考資料２としまして、ちょっとこれは見消版で御用意させていただき

ました。もともとは２０１６年の公募要綱案にどの程度手を加えているかということ

についてを示したものでございます。それで、参考資料２を見ながらちょっと御説明

申し上げたいと思います。 

 まず、ページをめくっていただきますと、２ページ目以降でございますけれども、

ここら辺の対象領域、それから審査組織等における記述でございますけれども、これ

については後ろの方に別紙１というものを設けまして、後ろの方でございますけれど

も、１４ページ目でございますけれども、この１４ページ目に研究開発プロジェクト
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の対象領域についてという形で別紙１にまとめて記載をさせていただきまして、もう

少しこの要綱を汎用性のあるような形で使用したいということでこのような別紙１を

作らせていただきました。 

 それから、４ページ目でございますけれども、応募資格者等に係る部分でございま

すけれども、ここでは大学等の研究機関も直接応募ができるように、学校教育法に基

づく大学等を応募できるようにしてはどうかというような、これは事務局案でござい

ます。 

 それから、認定期間のところでございますけれども、認定期間につきましても４月

１日、あるいは事務手続が完了した日とさせていただいてございます。 

 それから、後ろの方の提案書の部分でございます。提案書の部分は１５ページ目以

降になりますけれども、１５ページ目から１７ページ目、提案書の中の１７ページを

見ていただきますと、もともとここは研究開発プロジェクトで発案した目的及び対象

となる社会課題となっていたものを、これを分けまして、背景と対象となる社会課題

と、それから目的、目標というものに二つに分けさせていただいて、記載ぶりをちょ

っと分かりにくかったという提案が多かったものですから、このように記載してはど

うかというような案でございます。 

 それから、ページめくっていただきまして、２０ページ目でございますけれども、

ここに新たに倫理及び情報セキュリティに関する対応を追加をしてはどうかというこ

とでございます。 

 それから、２２ページ目以降なのですけれども、科学技術的側面というところでご

ざいますけれども、ここの項目で研究開発の前提となるような仮説を記載させてはど

うかということで、そこに表題と注に赤字をちょっと入れてはどうかというような提

案でございます。 

 以上でございます。 

○今村座長 ありがとうございました。 

 ２０１７の民間機関等における研究開発プロジェクトの公募要綱ということで、１

６のものの反省と言ったらおかしいのですけれども、いろいろ提案等を拝見して、事

務局の方で更にこういうふうにした方がいいという御提案として提示いただきました。

すごく限られた時間で御説明を頂いたので、量も多いのですぐに御意見なかなか出な

いかもしれませんが、今聞かれた範囲の中で何か御意見ございますでしょうか。 
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 これ分けたというのはやはり何か一緒になっていたことで不都合があるのですか、

先ほどの何ページでしたか。 

○光岡参事官 １７ページ目でございます。見消版の１７ページ目でございます。 

○今村座長 そうですね。これはやはりこういうふうに分けた、前回の提案を見ていると、一

緒にしてありますが。 

○光岡参事官 非常に分かりづらい。目的と目標といわゆる背景となる社会課題がちょっとご

っちゃになっていて、少しこの研究の目的は何なのかということが非常に分かりにく

いような記載が多かったということもございましたので、それを分けてはどうかとい

うような御提案でございます。 

○今村座長 ほかいかがでしょうか。どうぞ、合原先生。 

○合原構成員 今聞いた範囲なのですけれども、応募資格に大学が入ったというところが変わ

ったと思います。確かに去年の応募で大学教授なのだけれども、ＮＰＯ法人の資格で

応募された方とかいらしたので、そこはすっきりしたと思います。他方で、民間機関

等というふうになっているので、大学との関係がちょっと何か分かりにくくなってい

ます。大学は民間と共同で出すみたいなイメージなのですか、それとも大学単独でも

いいということですかね。 

○光岡参事官 共同でということを前提にさせていただいたと。すみません、５ページの

（２）の下のところに。 

○事務局 事務局でございます。 

 大学につきましては、実際には代表として出ていただくのですが、その後の分担研

究者のところに民間が必ず参加するという条件付での応募となりますので、単独で大

学だけで出すということは今回の要綱上はできなくなっております。 

○合原構成員 それで結構だと思います。 

○今村座長 そのほかいかがでしょうか。 

 ちなみに、今日はお二人の民間のお立場で御講演いただいたのですが、こういうも

のをしているというのは御存じでしたか。 

○西川参考人 すみません、やはり勉強不足もございまして、本来は多分公開されているもの

だと思うのですが、私どももどこのドアをたたいていいのか分からないというような

のが我々もレベルの本音でございます。 

○今村座長 いかがでしょうか。 
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○武田参考人 取組を行っているというふうなこと自体は存じ上げていたのですが、詳細のと

ころに関してはまだそれほど把握していなかったというのが現状です。 

○今村座長 例えば民間の会社が、ただ国の方向性と非常に一致した取組を行っている場合に、

その旨の認証を行うという仕組みなのですけれども、こういうのに手を挙げるという、

是非手を挙げてみたいなと思えるようなことになっているでしょうか。率直な感想を

ちょっと教えていただければと思います。 

○西川参考人 慣れという面ではどのような埋め方をすればいいかというのは不慣れな点がご

ざいますけれども、先ほど私の方も申し上げましたように、私どもも今回のジャンル

は様々な知見を集めて一つの方向に向かうのが本来いいと思うのです。一企業だけで

やりますとそこの利益のためにやるのですかという話になりますので、そういう意味

ではこのような仕組みというのはいわゆる広義というか公の大義があるのだなという

認識で、この指に止まりましょうという旗印になるのではないかという印象がござい

ますので、努めていきたいと思っております。 

○今村座長 武田様、いかがでしょうか。世界的な企業だから。 

○武田参考人 特に我々が取り組んでいる領域の中では医療とかヘルスケアとかこういった領

域特にそうだと思うのですが、やはり公共性が非常に重要であるというふうに考えて

おります。そういった中で、私自身が産業化ロードマップなどにも参加させていただ

いているというふうなこともございますので、是非活用できたらなというふうに思い

ます。 

○今村座長 ありがとうございました。 

 ほかの先生から、この２０１７年の要綱について何か御意見ございますか。宮田先

生、どうぞ。 

○宮田構成員 ちょっと事務局側に確認なのですけれども、１７年はこれからやるとして、１

６年のものというのは認可して、その後何か対応というのは、フォローアップとかそ

ういうことはされているのでしょうか。例えば、いや、これは、すみません、十分に

理解していない上での御質問なのですが。今お話ししたようなことであれば、プロジ

ェクト進行している中で論点が上がってきて、こういうのをこれからの開発イシュー

に上げた方がいいのではないかとか、こういう規制緩和も含めた方向は必要ないので

はないかということを優先的にヒアリングさせていただきながら、多分今度内閣府を

軸にしたものにつなげていくと、そういうコミュニケーションとか、あるいは成果発
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表を公的な場で出していく、その情報発信のサポートとか。これは予算とは別に可能

なのかなと。あるいはそもそもそれも含めてターゲットではないということであれば

それでいいのですが、いかがですか。 

○今村座長 大変大事な御質問だと思いますが、いかがでしょうか、事務局、 

○事務局 事務局でございます。 

 現状２０１６は事務処理中でございまして、まだちょっと処理が遅れているところ

で、近々先生方のお手元に御送付できると思うのですけれども。 

 そういった認定終わった時点でまた西川産業さんであるとかＦＲＯＮＴＥＯさんと

同じようにこの場で御発表いただくであるとか、ほかの機会を設けて情報発信をして

いただくような機会は設けたいというふうに考えております。 

○今村座長 よろしいですか。 

 ほかに御意見いかがでしょうか。 

 先ほども申し上げたように、非常に量も多いですし、今すぐに御意見が出ないとい

うこともあろうかと思いますけれども、後ほどまた御覧いただいて、追加の御意見等

ございましたら、事務局宛てに御連絡を頂ければと思っております。事務局の委員の

先生からもし追加ございましたら、修正を行った要綱案を作成して次回のワーキング

グループに御提示を頂きたいと思います。 

 それから、２０１６の方についても、大変お忙しい中で作業が若干遅れているとい

うお話ですけれども、ここで大変な御審議を頂いていろいろな御提案も頂いた中で一

応認定の方向で進めているということで、その結果についてきちんと御報告をまた頂

ければというふうに思っております。 

 では、議事５ということで、その他ということでございますけれども、委員の皆様

方から何でも結構ですけれども、このワーキンググループに関することについて何か

御意見等ございますでしょうか。 

 以前久間議員がお見えになったときに、全体の会を開いたらいいのではないかとか、

他のワーキンググループとの意見交換などもできたらいいのではないかというような

お話もあったように思います。ＡＩに関してもよそのところでも議論されているとい

うことなので。そういうことは何か具体的に他のワーキング間、あるいは本ワーキン

グとよそのワーキングでというような話というのは具体的には進みそうな感じはある

のですか。 
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○光岡参事官 現在相談はさせていただいている状況でございまして、具体的にどういう形で

情報交換ができるような場を設定できるかというのはちょっと検討させていただいて

いるという段階でございます。すみません。 

○今村座長 なかなかお忙しいので大変だとは思うのですけれども、御検討いただければと思

います。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。 

 予定されたいた議事は以上で終了となりますので、事務局から議事録の取扱い、そ

れから意見の提出、次回開催等の連絡事項の御説明をよろしくお願いいたします。 

○光岡参事官 事務局でございます。 

 本日の議事録につきましては先ほど座長から申し上げましたように、皆様に御確認

を頂いた後に公開をさせていただきたいと思います。 

 それから、科学技術イノベーション総合戦略２０１７の民間機関等における研究開

発プロジェクトの公募要綱案についてですけれども、先ほど座長から申し上げたよう

に、追加の御意見等がございます場合には、１週間後の６月１２日までに事務局にメ

ールで御連絡いただけますようお願い申し上げます。 

 それから、次回のワーキンググループにつきましてはまた調整をさせていただきま

すので、よろしくお願いしたいと思います。それから、開催場所につきましても、ま

た改めて御連絡をさせていただきます。 

 それから、資料の送付を御希望される構成員の皆様は、封筒の下にあります送付書

に構成員名等を御記入の上、資料の上にその送付書を乗せていただきまして、資料を

机上に残したまま御退席いただけますようお願い申し上げます。後日こちらの方から

御送付させていただきます。 

 それから、共通配置資料、ドッチファイルでございますけれども、机上に残したま

まお帰りいただくようお願い申し上げます。 

 また、座布団、下に敷いた座布団でございますけれども、これも各座席に残したま

まお帰りいただきたいと思います。 

○今村座長 ありがとうございました。 

 座布団は大変高価なものだそうですので、頂いていってしまうと問題になると。 

 どうも本当に長時間にわたってありがとうございました。まだ若干時間早いのです

けれども、今日はこれで終了とさせていただきます。 
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 どうも御協力ありがとうございました。 


